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は
じ
め
に

本
研
究

は
、
古
代
に
お
け
る
喫
茶

の
実
態
を
解

明
す

る
こ
と
に
よ
り
、
中
世
喫

茶
文
化

へ
の
影
響
を
考
察

す
る

上

で
喫
茶

文
化

の
萌
芽
を
明
ら
か
に
す

る
も

の
で
あ
る
。
中
国

で
は
人
世
紀
後
半

の
中
唐

以
降
、

一
般
に
喫
茶

が

普
及
す

る
と
茶
が
宮
廷

の
中

で
重
要
な
位
置
を
占

め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
う
し
た
唐
代
喫
茶
文
化
が
日
本

の
古

代
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た

の
か
と

い
う
点
も
含

め
て
考
察
す
る
。
ま
た
茶
は
中

世
以
降
、
酒
と
同
格

と
な

り
饗
宴

に
は
欠

か
す

こ
と

の
で
き
な

い
重
要
な
飲
料
と
な

っ
た
が
、
本
研
究

で
は
も
う

一
つ
飯

に
も
注
目
し
、
饗

宴

の
中

に
お
け

る
酒
、
茶
、
飯
が
ど

の
よ
う
な
関
連
性

の
中
で
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ

っ
た

の
か
を
併

せ
て

考
究
す
る
。

近
年
古
代

に
お
け
る
喫
茶
研
究

に

つ
い
て
は
、
嵯
峨
朝
に
お
け
る
献
茶

の
記
事

を
始

め
と

し
て
改
め
て
注
目
さ

れ

て
い
る

一。
中
村
修
也
氏
は

「栄
西
以
前

の
茶
」

に
お
い
て
、
平
安
時
代
衰
退

し
た
と
さ
れ
る
喫
茶
文
化
に

つ
い

て
考
察

し
て
お
り
、
貴
族
社
会

の
中

に
茶
を
喫
す

る
文
化
が
宮
中

の
季
御
読
経
と

い

っ
た
年
中
行
事
等
に
、
儀
式

的
な
形

で
存
在

し
て
い
た
、
と
述

べ
て
い
る
二
。
岩
間
真
知
子
氏
の

『
茶

の
医
薬
史
』
は
茶
が
薬
と
し
て
用

い
ら
れ

て
い
た
点

に
注

目
し
、

日
中

に
お
け
る
医
学
書
等
を
分
析
し
、
古
代
か
ら

の
茶

の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
三
。
福
地
昭
助
氏
の

『
平
安
時
代

の
茶
』
は
、
『
喫
茶
養
生
記
』
ま
で
の
茶
に
関
す
る
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、

そ
こ
に
注
釈
と
新
た
な

見
解
を
加
え

て
い
る
四
。

こ
の
よ
う
に
古
代
に
お
け

る
喫
茶
と
そ

の
展
開
に

つ
い
て
の
研
究

は
、
様

々
な
視
点
か
ら
進

め
ら
れ
、
文
化
的
萌
芽

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、

こ
う

し

た
古
代

に
お
け

る
喫
茶

の
実
態

に

つ
い
て
は
ま
だ

十
分
な
分
析
は
行
わ
れ

て
い
ず
、
中
世

へ
の
展
開
過
程
ま

で
は

踏

み
込
ん
で
い
な
い
。

=
.
古
代
に
お
け
る
饗
宴
と
喫
茶

①
宮
廷

の
茶

『
日
本
後
紀
』
巻

二
十
四
の
弘
仁
六
年

(人

一
五
)
四
月
二
十

二
日
、
嵯
峨
天
皇

(
七
人
六
～
人
四

二
)
が
近
江

国
唐
崎
行
幸

の
際
、
永
忠

(七
四
三
～
八

一
六
)
が
梵
釈
寺
に
お
い
て
、
嵯
峨
天
皇

に
茶
を
煎
じ
て
献
じ
た
記
事

は
、

喫
茶
文
化
史
上
欠
か
す

こ
と

の
で
き
な

い
史
料

で
あ
る
。

こ
の
饗
応

の
内
容

は
、
永
忠
が
自
ら
嵯
峨

天
皇
に
茶
を

煎

じ
て
献
じ
た
後
、
遊
宴
が
行
わ
れ
る
と
い
う
次
第

で
あ

っ
た
。
永
忠

は

『
本
朝
高
僧
伝
』

に
よ
れ
ば
、

「寳
亀
初

め
唐

に
入
る
。
時

に
代
宗
帝
大
暦
年
也
、
帝
そ

の
徳
業

を
聞
き
、
西
明
寺
院
内
に
居
す

こ
と
を
勅
す
」
と
記
し
て

お
り
、
留
学

僧
と

し
て
宝
亀
人
年

(
七
七
七
)

入
唐
し
、

延
暦

二
十
四
年

(
八
〇

五
)
帰
京
し
た
。
ま
た
、
大

同

元
年

(八
〇
六
)
十
月
、
空
海

(七
七
四
～
八
三
五
)

の
請
来
物
を
著

し
た

『
空
海
請
来

目
録
』

の
冒
頭
に
永
忠

に

つ
い
て

「
二
十
四
年

二
月
十
日
勅
を
准

じ
、
西
明
寺

に
配
住
す
」
と
、
在
唐
中
宮

廷
管
轄

の
西
明
寺
に
寄
宿

し

て
い
た

こ
と
を
記
し
て
お
り
、

空
海
も

「住
西
明
寺
永
忠
和
尚
、
故
院

に
留
め
る
」
と
入
唐

し
た
際
、
そ

の
永
忠

の
元

へ
止
宿
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
西
明
寺
か
ら
は
、

「
西
明
寺

石
茶
碓
」
と
刻
銘
さ

れ
た
曝
が
出

土
し
て
お
り
五
、
ま
た
永
忠

が
在
唐

し
て
い
た
代
宗
朝

(七
六

二
～
七
九
木
)
は
、
最
も
喫
茶

の
盛
ん
な
時
朝

で
、

永
忠
が
宮
廷
と

の
関
わ
り

の
中

で
喫
茶
を
賜

る
機
会

は
い
く
ら

で
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
茶
聖
と
称
さ
れ
た
陸

羽

(
?
～
八
〇
四
頃
)
が

『
茶
経
』
を
著

し
た

の
も

こ
の
頃

で
あ
る
。

嵯

峨
天
皇

は
唐
崎
行
幸

の
後

の
六
月
、
畿
内
、
近
江
、

丹
波
、
播
磨

に
茶

(
探

)
を
植
え
、
毎
年
献
上
さ

せ
る

こ
と
を
命

じ
て
い
る
。

し
か
し
、
永
忠
が
嵯
峨

天
皇

に
茶
を
献

じ
た
前
年

の
弘
仁
五
年

(
八

一
四
)
に
は
、
す

で

に
藤
原
冬
嗣

(七
七
五
～
八

二
六
)

の
閑
院
に
お
け
る
納
涼

の
際
、
茶

の
様
相
が
既
に
詩
歌
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
嵯
峨
天
皇

の

「吟
詩
不
厭
揚
香
茗
、
乗
輿
偏
宜
聴
雅
弾
」
六
、
滋
野
貞
主

(
七
八
五
～
人
五
二
)

の

「酌
茗
薬

堂
行
径
入
、
横
琴
琉
席
椅
岸
居
」
七
、
淳
和
天
皇

(七
八
六
～
八
四
〇
)

の

「避
暑
迫
風
長
松
下
、
提
琴
提
茗
老
梧
間
」

八
と
い
う
楽
、
詩
と
の
組
合
せ
は
、
儀
礼
と

し
て
で
は
な
く
遊
宴

に
お
い
て
茶
を
嗜
む
様
相
を
詠
じ
た
も

の
で
あ
り
、

そ
れ
は
お
そ
ら
く
宮
廷
人
が
理
想
と
し
た
唐
代
文
人

の
姿

で
は
な
か

っ
た
か
と
推
測
す
る
。

そ
の
後
茶

の
記
録
に

つ
い
て
途
絶
え
た
か
に
見
え

る
が
、
『
西
宮
記
』
に
は
、

「
所
承
和
例

云
、

三
月

一
日
、
差

造
茶
使
、
粗
並
雑
物
行
内
蔵
寮
使

一
人
、
侍

医
、
校
書
殿
執
事

一
人
、
共
造

之
、
校
書
殿
使
摘
茶
進
所
、
薬
殿
生

以
升
量
請
、
造
法
見
例
文
也
」
と
、
承
和
年
間
に
お
け
る
例
を
採
り
上
げ
、
造
茶
使

の
こ
と
を
記
し
て
い
る
九
。

「平

安
大
内
裏
図
」

の

「
主
殿
寮
東
」
に
は
茶
園

一〇
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、

そ
れ
は
嵯
峨

天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
承
和
四

年

(八
三
七
)
前
後
に
設
け
ら
れ
、
少
な
く
と
も
十
世
紀
頃
ま

で
は
確
か
に
存
在

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
時
期
、
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「

嶋

田
忠

臣

(八
二

一
～
九

一
)

の
詠

じ
た

「
見
我
銚
中
魚
失
眼
、
聞
君
園
裏
茗
為
牙
」

の

「園
裏
」
も
茶
園
と
推

測
さ
れ
る

=
。

「
君
に
聞
く
」
と
す

る
君
は
、
近
侍
し
て
い
た
藤
原
基
経

(人
三
六
～
九

一
)
で
、
お
そ
ら
く
摂
関

家

で
も
茶
を
栽
培

し
て
い
た

の
で
あ

ろ
う
。

こ
う

し
た
園

の
存
在

は
承
和
年
間
か
ら
延
喜
年
間

に
お
け
る
喫
茶
を

知

る

一
つ
の
手
掛

か
り
と
な
り
、
嵯
峨
朝
以
降

も
宮

廷
、
摂
関
家

を
中
心

に
茶
を
造
り
、
喫
茶
を
嗜
む

こ
と
が
行

わ
れ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

と
こ
ろ

で
古
代
に
お
け
る
喫
茶

の
研
究

は
、
嵯
峨
天
皇

の
献
茶
以
外

に
こ
れ
ま
で
御
季
読
経
に
お
け
る

「引
茶
」
、

あ
る

い
は

「行
茶
」
を
中
心
に
論
考
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
御
季
読
経

以
外
に
も
、
延
喜
七
年

(九
〇
七
)
正
月
三
日
、

醍
醐
天
皇
が
宇
多
法
皇
朝
観

の
た
め
仁
和
寺
に
行
幸
し
た
際
や
、
同
十
六
年

(九

一
六
)

三
月
七
日
に
行
わ
れ
た

宇
多
法
皇
五
十
寳
算

に
も
茶
が
用
い
ら
れ
て
い
る

三
。

『
西
宮

記
』
に
よ
る
と
、
延
喜
七
年
正
月
三
日
、
醍
醐
天
皇
が
宇
多
法
皇
朝
観

の
た
め
仁
和
寺
に
行
幸
さ
れ
た
際
、

「仰
令
給
朕
茶
、
律
師
如
元
、
供
法
皇
御
茶
」
と
、

天
皇

の
仰

に
よ
り
律
師
如
無
が
法
皇
に
茶
を
献

じ
た

こ
と
が
知

ら
れ
る

=
二。

こ
の
後
、
法
皇
は
式
部
親
王
、
左
大
臣
を
召
し
て
好
馬
を
懸
物
と

し
て
囲
碁
を
行

い
、
勝

っ
た
左
大

臣

は
馬
を
賜

っ
て
い
る
。
ま
た
法
皇
自

ら
園
城
寺
産

の
木

で
作

っ
た
和
琴
を
左
大
臣
に
授
け
、
酒
が

一
巡

し
た

こ

と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち

こ
の
行
幸

は
、
前

半
は
天
皇
が
・王
催
的
立
場

で
朝
観
儀
礼
を
行

い
、
後
半

は
法
皇
が
主
催
的
立
場
と
な

り
懸
物
等
趣

向
を
取

り
入
れ
た
遊
宴

の
二
部

で
構
成
さ

れ
、
前
半

の
儀
礼
次
第
に
喫

茶
を
組
み
込
ん
で
い
た
。
十

三
世
紀
前

後
、
守
覚
法
親

王
が
故
実

・
宗
門
秘
事
等

の
書
と
し
て
著

し
た
と
伝
え
ら

れ

て
い
る

『
真
俗
交
談

記
』

に
は
、

和
琴
を
朝
観
行
幸

の
引
出
物
と
し

て
用

い
る
由
来
と
し
て
こ

の
延
喜
七
年

の

内
容
を
採
り
上
げ
、
そ

の
中

で
法
皇
と
の
対
面
の
後
、
茶
を
二
蓋
勧

め
た

こ
と
も
記
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と

つ
茶
を
用

い
た
重
要
な
行
事

と
し
て
、
延
喜

十
六
年

(九

一
六
)

三
月
七

日
宇
多
法
皇

五
十

の
寳
算

に
お
け

る
内
容
を
挙
げ

る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
『
西
宮
記
』

に
よ
れ
ば
、

こ
の
儀
礼
は
臨
時
行
事
と

し
て
朱
雀
院

で

行
わ
れ

て
い
た

一
四
。

一
〇
世
紀

中
ご
ろ
以
降
編
纂
さ

れ
た

『
新
儀
式
』
か
ら
も

こ
の
時

の
儀

礼
次
第
が
窺
え

る
。

儀
礼
構
成
は
、
献
物
に
次

い
で
、
両
帝
膳
と
酒

(茶
)
三
献
が
行
わ
れ
、
楽
を
奏

で
童
親

王
等

の
舞
が
披
露
さ
れ
、

法
皇
が
親

王
以
下
を
召
し
て
膳
と
茶
に
よ
る
盃
ご
と
を
行
う
。
夕
刻
、
天
皇
が
法
皇

の
た
め

の
祝
杯
を
あ
げ
引
出

物
を
給
わ

る
。
そ
し
て
琴
、
管
弦
、
詩
歌
な
ど
後
宴
が
行
わ
れ
、
そ

の
間
に
禄
を
給
わ
る
者

が
見
参
す

る
。

こ
こ

で
本
来
酒

三
献

で
あ
る
べ
き
と

こ
ろ

「
延
喜
十
六
年
法
皇
、
供
御
茶
也
」
と
酒

で
は
な
く
、
茶
を
用

い
て
い
た

こ

と
が
窺
え

る
。
す
な
わ
ち
宇
多
法
皇
の
五
十
賀
に
お
け
る
茶

は
、
酒

の
代
用

で
は
な
か

っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

以
降
約

二
〇
〇
年
間
宮
廷
に
お
け
る
茶

の
記
録
は
見
ら
れ
な

い
が
、
院
政
期

の
康
和
四
年

(
一
一
〇

二
)
白
河

法
皇

(
一
〇
五
三
～
八
六
)
、
安

元
二
年

(
一
一
七
六
)
後
白
河
法
皇

(
一
一
二
七
～
九

二
)

の
五
十
賀

に
再
び
茶

が
用

い
ら
れ

て
い
る
。
安
元

二
年

(
一
一
七
六
)

三
月
四
日
、
後
白
河
院

の
五
十
賀
が
法
性
寺

(東
山
御

所
)
南

殿

で
行
な
わ
れ
た
。
九
条
兼
実

(
一
一
四
九
～

一
二
〇
七
)

の

『
玉
葉
』

に
は
、
後
白
河
院

の
五
十
賀
が
行
わ
れ

る
前
年

の
承
安

五
年

(
一
一
七
五
、
八
月
安

元
元
年
に
改
元
)
七
月
四
日
の
条

に

「煎
茶
具
、
任
康
和
例
、
可
被

調
之
」

と
、
当
目
は

「康
和

の
例
に
任

せ
」
煎
茶
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
た
。

「康
和
例
」
と
は
、
康
和
四
年

(
一
一
〇

二
)

三
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
白
河
院

五
十
賀

の
こ
と

で
あ
る
。
白
河
院
五
十
賀

に

つ
い
て
は

『
中
右
記
』
に
触
れ
ら

れ

て
い
る
が
、
茶
に
関
す
る
内
容
は
全
く
記
さ
れ
て

い
な

い
玉
。

し
か
し
、
酒

の
儀
が
中
止
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
延
喜
に
倣

い
茶
が
酒

の
代
用
と
し
て
儀
礼
次
第
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
よ
う

=
ハ。

藤

原
長
方

(
一
=
二
九
～
九

一
)
が
著
し
た

『
禅
中
記
』

の
承
安
五
年

(安

元
元
)
八
月
十

二
日
の
条
に
は

「今

度
、
依
康
和
、
可
被
立
煎
茶
具
為
鳥
羽
御
物
之
中
、
件
無
紛
失
被

了
。
以
為
本
様
、
可
致
取
出
延
喜
煎
茶
具
也
」
と
、

康
和

の
煎
茶
具
が
紛
失
し

て
し
ま

っ
た

の
で
、

延
喜

の
際

の
茶
具
を
用

い
る
こ
と
に
な

っ
た
と
記

し
て
い
る
。
延

喜
と
は
宇
多
法
皇

の
五
十
賀

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

「本
様
」
と
し
て
延
喜

の
際

の
煎
茶
具
を
持
ち
出
そ
う

と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

延
喜
十
六
年

の
宇
多
法
皇

五
十
賀

に
お
け
る
煎
茶

の
儀
礼
を
そ
の
規
範
と
し
て

い
た

こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

「上
卿
已
下
相
議
申
出
、
亦
参
籠
、
目
六
、
此
各
評
定
自
両
御
厨
子
之
内
少

々
取
出
也
」

と
し
、

「件

目
六
、
天
暦
四
年
於
実
禄
、
其
所
見
也
、
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
卿
達

が
評
定

し
て
は
仁
和

寺

に
参
籠

し
、
天
暦
四
年

(九
五
〇
)

の
目
録
を
参
照
し
な
が
ら
、
道
具
を
整
え
た
様
相
が
窺
え
る
。
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②
宮
廷
の
茶
具

古
代
宮
廷

に
お

い
て
は
、

先
に
見
た
と
お
り
延
喜
の
際
と
康
和

の
際
に
は
五
十
賀
の
た
め
の
茶
道
具
が
調
え
ら



れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

宇
多
法
皇
、
後
白
河
法
皇

の
五
十
賀

に
は
、
仁
和
寺

円
堂

に
納
め
ら
れ

て
い
た
煎
茶
具
が
用

い
ら
れ
た
が
、
そ

の
内
容
は
先
述

し
た
天
暦
四
年

の
目
録

『
仁
和
寺
御
室
御
物
実
禄
』
か
ら
窺

い
知
ら
れ

る
。
『
仁
和
寺
御
室
御
物
実

録
』
に
は
、
「納
浅
香
筥

一
合
」

一
口
、
「納
岐
佐
木
筥

一
合
」
二
口
の
計
三

口
の
筥
が
あ
り
、
茶
研
、
茶
笥
、
茶
境
、

茶
散
、
銚
子
等
と

い

っ
た
茶
道
具
が
納
め
ら
れ

て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
茶
研
は
『
和
名
類
聚
抄
』
巻
第
十
六
に
「
茶

濃
子
俗
謂
之
茶
研
」
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
茶
を
粉
末

に
す

る
た
め

の
茶
礁
で
あ

る
。
中
国

の
陳
西
省
扶
風

県
法
門
寺

か
ら
出
土
し
た
茶
曝
は
、
晩
唐
期

の
九
世
紀
後
半

に
宮
廷

の
工
房

で
制
作
さ
れ
た
銀
製

の
贅
を
尽
く
し

た
茶
具

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対
し
て
実
録
を
見
る
限
り
日
本

に
お
け

る
宮

廷
で
用

い
ら
れ
た
茶
研
は
、
椹
木
と
高

松
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら

い
ず
れ
も
材
質

は
木
製

と
推
測
さ

れ
、
『
茶
経
』

に
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
木
製

の
茶
礁

に
近
似
し
て
い
る
。

散
と
境

は
、
茶
碗

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
散
は
さ
か
ず
き

の

一
種

で
、
蓋

に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
散

の
材
質

は
、

銀
、
青
銅
製
と
な

っ
て
い
る
。
法
門
寺

か
ら
は
散
と

い
う
記
録

は
見
ら
れ
な

い
が
、

「銀
五
花
形
脚
杯
」
と
称
す
脚

の
高

い
杯
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
銀
散

は
こ
う

し
た
類
に
相
当
す

る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

一
方
茶
塊

に

つ

い
て
は
、
茶
境

の
境
は
も
と
も
と
土
も

の
に
漆
を
混
ぜ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
碗

に
通
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

仁
和
寺

の
茶
塊
は
青

と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
青
磁
と
推
測
さ
れ

る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
茶
碗
を
茶
境
と
記
し
た

資
料

は
な
く
、

日
本
独
自

の
表
記
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
茶
境

に
は
漆

の
托

子
、
す
な
わ
ち
蓋
台
が

対
と
な

っ
て
い
る
。

茶
笥
は

「井
小
十
八
両
三
朱
」
と
し
、

「懸

子
有
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
引
き
出
し

の
つ
い
た
、
茶
を
貯
え

て
お
く
入
れ
物
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
茶
笥
は
ひ
と

つ
は
銀
製
、
も
う

ひ
と

つ
は
蒔
絵

と

い
う
装
飾
を
施

し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
法
門
寺

で
は
、
茶
を
貯
え
る
た
め
の
容
器
と
す
る
も

の
は
あ

る
が
、

こ
う

し
た
茶
笥

と

い
う

記
述

は
な

い
。

た
だ
、
河
北
省
宣
化
県

の
遼
墓
第

六
号
張
氏
墓
前
東
壁
に
描

か
れ
た

「略
茶
図
」

に
は
、

手
の

つ

い
た
段
重
ね

の
箱
が
描
か
れ
て
い
る

(図
①
)
。
茶
笥

は
こ
う

し
た
段
重
ね
で
引
き
出

し
付

の
箱
型
と
推
測
す
る
。

銚

子
は
銀
と
鉄
製

の
二
種
類
が
挙
げ

ら
れ
て

い
る
。

都
良
香

(八
三
四
～
八
七
九
)

の

「銚

子
銘
」
に

「多
く

は

茶
茗
を
煮

る
」
と
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら

一七
、
銚
子
は
茶
を
煎
じ
る
た
め
に
用

い
ら
れ

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
『
和

名
類
聚
抄
』

に
は
、
銚
子
に

つ
い
て

「
焼
器
似
金
烏
錆
而
上
有
鎧
也
」
と

し
て
い
る
。
金
烏
錆

は
、
水
を
煮

る
鍋

の
こ
と

で
鎧
有

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手
が

つ
い
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
法
門
寺

に
は
、
茶
を
煎

じ
る
た
め

に

用

い
ら
れ
た
と
す

る
明
確
な
茶
具

は
な

い
が
、
銀
製

の
手
梁
鍋
が
あ
り

こ
れ
が
類
似
す
る
も

の
と
想
定

さ
れ
る
。

ま
た
、
遼
寧
省
博
物
館
所
蔵

の

「薫

翼
瞭
蘭
亭
叙
」

に
描
か
れ
て

い
る
底

の
浅

い
鍋

が
銚

子
に
相
当
す

る
も

の
と

考
え
ら
れ

る

(図
②
)
。
銚
子
三

口
の
う
ち
、
銀
製

の
銚
子

の
次
に
蓋
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
銚
子

の
蓋
と

考
え
ら
れ
る
が
、
蓋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の

一
口
だ
け
で
あ
る
。

「水
蘇
輪
」

の
蔀
は
穀

の
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
道

具

の
使
用
用
途

は
明
ら
か
に
は
で
き
な

い
が
、
蔀
は
箭
を

意
味

し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
茶

の
粉

末
を
ふ
る
う
ふ

る
い
の
こ
と

で
は
な

か
と
推
測
さ
れ

る
。

鐵
ヒ
は
、

茶
を
量
る
た
め

の
匙

で
あ
ろ
う
。
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③
古
代
の
喫
茶
法

日
本
古
代

の
宮
廷
に
お
け

る
喫
茶
方
法
は
、
『
仁
和
寺
御
室
御
物
実
録
』
に
記
さ
れ
た
道
具
か
ら
、
茶
を
茶
研

で

粉

末
に
し
、
そ
れ
を
茶
笥

に
貯
え
、
銚
子
で
煮

て
、
茶
散
、
茶
境

に
注

い
で
飲
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
中
国

に
お
い

て
は
茶
を
煮
る
た
め

の
湯
の
沸
か
し
方
に

つ
い
て
重
視

し
て
お
り
、
『
茶
経
』
に
は
湯
が
沸
騰
す
る
第

一
殻
階
を
魚

目
と
表
現

し
て
い
る
。

日
本

に
お

い
て
も
嶋

田
忠

臣
の

「乞

滋
十
三
摘
茶
」
に
は

「見
我
銚
中
魚
失

眼
」
と
類
似

し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
天
。

こ
れ
ま

で
に
も
古
代
喫
茶
資
料
と

し
て
採
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
惟
氏

の

「
和
出
雲
巨
太
守

茶
歌
」

一九
に
は
、
茶

を
摘
む

こ
と
、
茶
を
表

る
こ
と
、
茶
を
煎

じ
る
こ
と
、
そ
し
て
茶
を
注
ぐ
と

い

っ
た
次
第
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、

当
時

の
喫
茶

の
様
相
が
最
も
克
明
に
詠
じ
ら
れ
て

い
る
と

い
え
よ
う
。
茶
を
摘
み
金
櫨

で
あ
ぶ
り
乾
か
す
、
と
詠

じ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
摘
ん
だ
ば

か
り
の
新
鮮
な
茶

の
芽
を
衆

っ
て
乾
か
す

こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
固

形

に
す

る
た
め
な

の
か
、
す
ぐ
に
飲
む
た
め
な

の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

し
か
し
惟
氏

は
次

に

「清
流
水
、
紗

巾
漉
伍
銀
槍

子
」
と
詠
じ
て
お
り
、
茶
を
粉
末

に
す
る
よ
り
は
そ
の
ま
ま
紗
巾
で
漉

し
て
い
る

の
で
な

い
か
と
も



考
え
ら
れ
る
。

と

こ
ろ
で
銀

の
槍

の
子
と

い
う

の
は
茶

の
芽

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
陸

羽
は
、
茶

の
芽

は
筍
状
を
上
等
し
、

牙
状

を
次
と

し
、
特
に
槍
状
に

つ
い
て
は
評
価
し
て
い
な

い
。
し
か
し
九
世
紀
後
半
頃
、
呂
巌
が
詠

じ
た

「大
雲
寺
茶
詩
」

に
も

「
玉
蕊

一
槍

称
絶

品
、
僧
家
造
法
板
功
夫
」
と
槍
と

い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
ま
た
北
宋
第
八
代
皇
帝

・
徽
宗

(
一
〇
八
二
～

一
=
二
五
)

は
茶

の
芽
に

つ
い
て

二

槍

一
旗
」
を
第

一
と
す
る
な
ど
二
〇
、
槍
が
茶

の
芽

の
表
現
の

一
つ
と

し
て
用

い
ら
れ

て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
惟

氏
は
茶
を
煎
じ
る
際
、
波
花
が
盆

に
浮

く
と

し
て
い
る
。

こ
の
場
合

の
盆

は
、
お
そ
ら
く
瓦
焼
き

の

平
鍋
を
意
味

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
輩
県

の
坑

を
商
家

の
盤

に
置
く
、
と

し
て
い
る
が
、
唐
代
に
お
け
る
喫
茶

法
は
盆
に
碗
を
並

べ
て
茶
を
汲

み
分
け

る
こ
と
か
ら
、
惟
氏

の
詠
じ
て

い
る
喫
茶

の
様
相

も
境
を
盤
に
並

べ
て
茶

を
汲
み
分
け
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
中
に
出
て
く
る
輩
県
は
河
南
省

に
あ

る
地
名
で
、
九
世
紀
中
ご

ろ
唐

の
李
肇
が
著
し
た

『
唐
国
史
補
』
に
記
さ
れ
た
陸

羽
の
伝
承
の
中
で
、
商
売
繁
盛

の
た
め
に
祀
る
陸

羽
の
像
を
造

っ

て
い
た
所

で
あ

る
。

漢
詩

の
中
で
も
う

一
つ
茶

の
色
に

つ
い
て
注
目
し
て
お
き
た

い
。
錦
彦
公
は

「題
光
上
人
山
院
」
に
お
い
て

「
緑

茗
」
を
詠

じ
ら
て
い
る
三

。
緑
茗
は
人
世
紀
中
ご

ろ
唐

の
李
嘉
祐

の

「送
陸
士
倫
之
宜
興
」
に
詠

じ
ら
れ
お
り
二
二
、

中
国

に
お
け
る
茶
を
喫
す

る
際

の
色
彩
が
緑

で
あ

っ
た
と
同
時

に
、
日
本

に
お
い
て
も
茶

の
色
彩
が
詠
じ
ら
れ
て

い
た

こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
う

し
た
詩
歌
か
ら
古
代

に
お
け
る
喫
茶

は
、
天
皇
、
貴
族
を
中
心
と
し
て
、
国
風
と
唐
風

の
文
化
が
土
ハ存
す

る
中

で
、
既
に
嗜
好
品
と
し
て
用

い
ら
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
.
中
世

に
お
け
る
飯
と
酒
と
茶

-
酒
飯
論
に
み
る
酒
と
飯
と
茶
-

飯
は
日
本
人
に
と

っ
て
重
要
な
主
食

で
あ

る
。
た
と
え
ば

『
万
葉
集
』
有
間
皇
子

(六
四
〇
～
五
八
)
が
詠
じ
た

け

い
ひ

し
い

家
に
あ
れ
ば

笥
に
盛
る
飯
を
草
枕

旅
に
し
あ
れ
ば

椎

の
葉

に
盛
る

か
ら

は
、
迫
る
死
に
際

し
て
思

い
浮

か
べ
た
も

の
が
飯

で
あ

っ
た

こ
と
が
窺
え

る
。
古
来

よ
り
米

は
信
仰

の
対

象
と

し
て
、
政
治
的

手
段

の
象
徴
と
し
て
、
さ
ら
に
は

「
日
常
茶
飯
」
と

い
う
言
葉
が
示
す
よ
う

に
、
食
生
活

の

中
で
常

に
主
食
と
し
て
用

い
ら
れ

て
き
た
。
古
代
に
お
け
る
宮
廷
行
事
で
は
飯

は
高
盛
り
と
な

っ
て
饗
宴

の
膳

に

並

べ
ら
れ
た
。

一
四
世
紀
中
ご
ろ
、
奥
州
清
原
氏

の
内
紛

に
源
義
家

(
一
〇
三
九
～

一
一
〇
六
)
が
介
入
し

て
鎮

定

し
た
様
相
を
描

い
た

「後
三
年
合
戦
絵

詞
」

に
は
、
合
戦
中

の
食
事

の
様
相
が
描
か
れ

て
い
る
。
義
家

の
陣
に

お
い
て
苦
戦

の
義
家

の
た
め
に
馳
せ
参

じ
た
舎
弟
源
義
光

(
一
〇
四
五
～

一
一
二
七
)
が
義
家
と
対
面
す

る
場
面

(図

③
)

で
は
高
杯

の
膳
を
用

い
、

そ

の
真
中

に
は
高
盛

の
飯

が
象
徴
的

に
描
か
れ
て

い
る
。
そ

の
周
囲

に
は
付
け
合

わ
せ
と

し
て
、
押
鮎
等
か
と
思
わ
れ
る
皿
が
六
種
類
以
上
は
並

べ
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
図
に
は
戦
場

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
将

の
舎
弟
を
歓
迎
す

る
た
め
か
酒
も
用
意

さ
れ
て
お
り
、
陣

の
外
で
は
魚
や
鳥
を
さ
ば
く
風
景
も
描

か

れ
て
い
る
。

当
絵
巻

に
は
こ
の
他
に
も
、
激

し
い
合
戦

の
最
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
衝
重
と

い

っ
た
膳

の
真
中
に
高

盛

の
飯
、
押

し
鮎
等
と

い

っ
た
整

っ
た
食
事
を
し
て

い
る
風
景
が
描
か
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
食
形
態

は
、

「年
中

行
事
絵
巻
」
や

『
類
聚
雑
要
抄
』

の
公
家

の
饗
宴
に
お
け
る
膳

に
類
似
し

て
い
る
。

し
か
し
、
飯

の
盛
り
方
は
公

家
が
美

し
い
細
長

い
円
錐
形

の
高
盛

で
あ

っ
た

の
に
対
し
て
、
当
絵
巻

で
は

い
ず
れ
も
大
き
な
丸

い
山
形

に
盛
ら

れ
、
箸
を

つ
け
て

い
る
の
か

い
な

い
の
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
盛
ら
れ
た

一
部

に
は
え
ぐ
ら
れ
た
格
好

に
な

っ
て

い
る
点
が
目
を
引
く
。

い
ず
れ
に
し

て
も

「腹
が
減

っ
て
は
戦

は
で
き
ぬ
」
と

の
諺
ど
お
り
、
合
戦

の
合
間
も
縁

起
を
担

い
で
い
る

の
か
、
あ
る

い
は
精
力
を
付
け

る
た
め
か
、
飯
を
中
心
と
し
た
食
事
を
少
な

か
ら
ず
食

し
て
い

た
こ
と
が
窺
え

る
。

し
か
し
、
そ

こ
に
は
茶

の
様
相

は
窺
え
な

い
。

茶
飯

の
諺
と
し
て

「
日
常
茶
飯
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

「
日
常
茶
飯
」
と

い
う
語
が
い

つ
頃
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
か
は
明
ら

か
で
は
な

い
。

し
か
し
九
世
紀
中
頃
、
天
台
宗
僧

・
円
仁

(七
九
四
～
人
六
四
)
が
著
し
た
『
入

唐
求
法
巡
礼
行
記
』

に
は
、
晩
唐
期
当
時

の
社
会
風
習
、
仏
教

の
様
子
等

を
記
す
中

で
、
訪
れ
た
寺
院
等
に
お

い

て
は
飯
茶
や
茶
飯
が
出
さ
れ

て
い
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
二
三
。
道

元

(
一
二
〇
〇
～
五
三
)

は
清
規

の
中

で
、

「仏

祖
家
常
茶
飯
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
茶
飯
は
日
常
的

に
欠

か
す
こ
と

の
で
き
な

い
も

の
で
あ

つ

た
こ
と
が
窺
え

る
。
中
世

の
禅
僧

の
日
記
等

に
は

「茶
飯
」
が
頻
繁

に
用
い
ら
れ
、
十
七
世
紀
初
に
成
立
し
た

『
日

葡
辞
書
』

に
は

「茶
飯

(O
プ
⇔
h
鋤
冨
)
」
は
、

し
な

い
わ
け
に
は

い
か
な

い
必
要
な
事
、
す
な
わ
ち
な
く
て
は
な
ら
な
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い
意

の
単
語
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
中
世
以
降
寺
院
を
中
心
に
日
常

の
食
生
活

の
中

で
、

飯
と
と
も
に
茶

は
欠
か
せ
な

い
も

の
と
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

十
六
世
紀

頃
に
成
立

し
た
と
さ
れ
る

「酒
飯
論
絵
巻
」

は
酒
、
茶
、
飯

の
関
係
を
も

っ
と
も
よ
く
表
現
し
た
作

品
と

い
え
よ
う
。

一
条
兼
良

(
一
四
〇
三
～
八

一
)
が
著

し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る

『
酒
飯
論
』

は
、
酒

の
徳

を

み
き

の
か
み

か

す

や

あ
そ
ん

な
が
も
ち

い
い
む
う

り

つ
し

こ
う
は
ん

称
え
る
上
戸

の
造
酒
正
糟
屋
朝
臣
長
持
と
飯

の
徳
を
称
え

る
下
戸

の
飯
室
律
師
好
飯
と

い
う
人
物
が
登
場

し
、
最

後
に
は
中
戸
が
仲
裁
し
て
修
め
る
、
と

い
う
物
語
が
展
開
す

る
二
四
。

こ
の

『
酒
飯
論
』
を
描

い
た

「酒
飯
論
絵
巻
」

で
は
酒
中
戸
は
武
家

の
饗
宴
風
景
、

下
戸

は
僧
侶

の
饗
宴

風
景
、
そ
し
て
上
戸
は
僧
俗
間
に
お
け

る
饗
宴
風
景
を

描

い
て
い
る
。
中
世

の
喫
茶
風
景

を
代
表
す

る

「酒
飯
論
絵
巻
」
や

「慕
帰
絵
詞
」
に
は
饗
宴

に
お
け

る
料
理
に

関
す
る
場
面
が
多
く
描

か
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え

て
そ
の
裏
方
と
な
る
賄

い
の
場
面
も
描

か
れ

て
い
る
点

は

こ
の
時
期

の
絵
画

の
特
徴
と

い
え
よ
う
。

「
酒
飯
論
絵
巻

」

の
中

で
下
戸
に
お
け

る
僧
侶

の
饗
宴
風
景

は
、
食
事
を

し
て
い
る
場
面
、

茶
を
用
意

す
る
場

面
、
料
理
を
準
備
す

る
場
面
と

い
う

三

つ
の
場
面
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

茶
を
用
意
す
る
場
面
で
は
、
設
け
ら

れ
た
小
さ

い
部
屋

(茶
所

か
)

に
長
板
を
置
き
、
風
炉
、
酌
立

て
に
柄
杓
、
大
き
な
水
差
し
、

天
目
台

に
天
目
茶

碗
等
が
並

べ
ら
れ
、
給
仕

の
僧
侶
が
風
炉
の
湯
加
減
を

み
て

い
る

(図
④
)
。
外
側
に
は
手
水
場
も

み
え
る
こ
と
か

ら
、
茶

の
様
式
が
か
な
り
整

っ
た
中
世
末

の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

こ
の
場
面
以
外
に
も

「酒
飯
論
絵
巻
」

に
は
、
第

一
図

の
座
敷

の
裏
場
面

で
僧
達
が
米
を
選
別
し
て
精
製

し
て
い
る

一
方

で
、
臼

で
茶
を
ひ
く
僧
侶
も
描

か
れ

て
い
る
。
『
酒
飯
論
』

の
本
文
中

に
は
茶

の
こ
と
に

つ
い
て
は
触
れ

て
い
な

い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
茶
の
様
相

が
随
所

に
見
ら
れ
る

の
は
、

こ
の
饗
宴

の
場

面
、
特
に
飯

に
茶
が
欠
か
せ
な

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
象
徴
的
に

描
写
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

表
舞
台
と
な

る
住
持
達

の
食
事
に

つ
い
て
は
、
そ

の
料
理

の
内
容

は
明
ら
か

で
は
な

い
が
酒
は
全

く
な
く
、

一

汁
三
菜

の
ご
と
く
並

べ
ら
れ
た

一
之
膳
、
二
之
膳
と

い
っ
た
衝
重
を
配

し
、
す
べ
て
が
飯
類
、
豆
類
の
よ
う

に
見
え
、

い
ず
れ
も
器
か
ら

は
み
出
さ
ん
ば

か
り
に
山
形

に
盛
ら
れ

て
い
る
二
五
。

も
う

一
方

の
膳

に
も
や
は
り
飯
類
、
あ
る

い
は
豆
類

の
よ
う

に
見
え

る
。
さ
ら
に
給
仕

の
僧
が
山
盛

り
の
飯
と
、
稚
児
が
吸
物
か
何
か
を
さ
ら

に
運
ん
で
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
既
に
十
分
な
食
事

で
あ

り
、
ま
し
て
稚
児

に
と

っ
て
は
食

べ
き
れ
な

い
ほ
ど

の
量
と
思
わ
れ
る
。

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
庫
裏

で
は
給
仕

の
僧
達
が
豊
富
な
食
材
を
用

い
て
甲
斐

甲
斐

し
く
食
事
を
準
備
す

る
姿
が
描

か
れ

て
い
る
。
料

理

の
中
に
は
饅
頭
等
点
心
類
も
作

っ
て

い
る
様

子
が
窺
え
、

お
そ
ら
く
主
と
な

る
膳

の
後
に
喫

茶
を
行
う
と
推
測
さ
れ
、
点
心
は
そ

の
た
め

の
準
備
で
あ
ろ
う
。

飲
食
を
対
比
し
て
優
劣
を
競
う
作
品
は
他
に
、
蘭
叔
玄
秀

(
?
～

一
五
人
○
)
が
著
し
た
『
酒
茶
論
』
二
六
が
あ

る
。
『
酒

飯
論
』
も
含
め

こ
う

し
た
作
品

は
酒
と

い

っ
た
嗜
好
品
に
対
し
て
、
飯
と
、
薬

か
ら
嗜
好
品

へ
と
な

っ
た
茶
と

で

議
論

し
て
い
る
点

が
面
白

い
。
飯

は
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

の
中

心
と
な

る
主
食
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
抗
す

る
酒
は
そ

の
原
料
を
米
と
し
古
来

よ
り

ハ
レ
の
場
に
お
い
て
重
要
な
位

置
を
占
め

て
き
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
酒
と
飯
は
対

角
上
に
あ
り
、
茶
も
饗
宴

の
場
に
お
い
て
重
要
な
飲
料
と
な
る
と
、
酒
と
同
格

と
な
り
相
対
す

る
位
置
付
け
と
な

っ

た
と

い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

中
国
に
お

い
て
は
、
茶
聖
と
称
さ
れ
た
陸
羽

の
喫

茶
と

一
線
を
画
し
た
唐
代
宮
廷
風

の
喫
茶
が
展
開

し
て
い
た

二
七
。

日
本

に
お
け
る
古
代

の
喫
茶
は
、

そ
う

し
た
唐
代
喫
茶
文
化

の
二
面
性

の
影
響
を
受
け

て
受
容

し
、
儀
礼
と

し
て
茶
を
用

い
る

一
方

で
既
に
嗜
好

品
と

し
て
も
用

い
て

い
た
と
推
測
す
る
。
中
世
以
降
喫
茶
文
化
が
確
立
し

て

い
く
中
、
飯
、
酒
、
茶
が
食
形
態

の
中

で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
よ
う
に
な

る
が
、
酒
は
非

日
常
的
な
飲
料

で
あ

る
の
に
対
し

て
、
飯
、
茶
は
日
常
的
、
非
日
常
的

の
両
面

に
お

い
て
重
要
な
食
物
と
し
て
食
形
態

の
中
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い

っ
た

こ
と
が
窺
え
よ
う
。

木
村
栄
美

(総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
員
)



}古
代

に
お
け
る
喫
茶
研
究

の
べ
ー

ス
は
、
村
井
康
彦

『
茶

の
文
化
史
』

(岩
波
書
店
、

一
九
七
九
)
と
い
え
よ
う
。

二
中
村
修
也

「栄
西
以
前

の
茶
」

(『
茶
道
学
大
系
』
第
二
巻
、
淡
交
社
、

一
九
九
九
)

三
岩
間
真
知
子

『
茶

の
医
薬
史
』

(思
文
閣
、

二
〇
〇
九
)

四
福
地
昭
助

『
平
安
時
代

の
茶
』

(角
川
学
芸
出
版
、

二
〇
〇
六
)

五

「茶
」
と

「茶
」
が
同
義
と
し
て
用

い
ら
れ

て
い
た
か
は
ま
だ
解
明
で
き
な

い
問
題

の

一
つ
で
、

こ

の
西

明
寺

の
茶
曝
が
茶
専
用
の
磯
で
あ
る
か
ど
う
か
は
即
断

で
き
な

い
。

六

『
凌
雲
集
』

「夏
日
左
大
将
藤
冬
嗣
閑
居
院
」

七

『
凌
雲
集
』

「夏
目
陪
幸
左
大
将
藤
冬
嗣
閑
居
院

応
製
」

八

『
文
華
秀
麗
集
』

「夏

日
左
大
将
軍
藤
原
朝
臣
閑
居
院
納
涼

探
得
閑
字

応
製
」

九
源
順

『
西
宮
記
』
巻
三

「位
禄
事
」

δ
陽
明
文
庫
所
蔵

「平
安
京
大
内
裏
図

(宮
城
図
)
」

(
展
覧
会
図
録

『
日
本
人
と
茶
』
、
京
都
国
立
博
物
館
、

二
〇
〇

二
)

=
嶋

田
忠
臣

『
田
氏
家
集
』

「乞
滋
十
三
摘
茶
」

=
一空
海

の
詠
じ
た

「暮
秋
賀

元
興
僧
正
大
徳
八
十
詩
」
に
も
、
奏
楽
を
交
え
た
簡
素
な
茶

の
饗
応

の
様
相
が
窺
え
る
。

≡

『
西
宮
記
』
巻

一

「有
上
皇
及
母
后
者

三
日
朝
観
」

一四
『
西
宮
記
』
巻
十

二

「臨
時

乙

太
上

天
皇
賀
事
」

玉
藤
原
宗
忠

『
中
右
記
』
長
治

元
年

一
月

一
九
日
条

一六
平
安
時
代
に
お
け
る
作
詩

の
指
南
書

『
榔
金
抄
』

に
は
、
そ

の
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
茶
を
酒

の
代
わ

り
と
記
し
て
い
る
。

一七
都
良
香

『
都
氏
文
集
』

「銚
子
銘
」

天
惟
宗
孝
言

(
一
〇

一
五
～
?
)

の
詩
歌
に
は

「雲
漿
沫
生
、
煎
来
虎
眼
。
」
と
中
国

の
詩
歌

に
は
見
ら
れ
な

い
虎

眼
と

い
う
表
現
が
あ

る
。

一九

『
経
国
集
』

「和
出
雲
巨
太
守
茶
歌
」

二
〇
徽
宗

『
大
観
茶
論
』

「采
揮
」

「
凡
芽
如
雀
舌
穀
粒
者
為
闘
品
。

一
槍

一
旋
為
挾
茶
、

一
槍

二
旗
為
次
之
。
」

三

『
文
華
秀
麗
集
』

「
題
光
上
人
山
院
」

二
二
李
嘉
祐

「送
陸
士
倫
宰
義
興
」

(『
全
唐
詩
』
巻

二
〇
六
)

「
陽
羨
蘭
陵
近
、
高
城
帯
水
聞
。
浅
流

通
野
水
、
緑
茗

蓋
春

山
。
長
吏
多
愁

罷
、
遊

人
誼
肯
還
。
知
君

日
清
浄
、

無
事
掩
重
關
。
」

二
三
円
仁

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
七
月

一
四
日
条
、
会
昌
五
年
六
月
九
日
条

二
四

「酒
飯
論
絵
巻
」
に

つ
い
て
は
並
木
誠
士

の
研
究
等
が
挙
げ
ら
れ
、
伝
狩
野
元
信
画
を
原
本
と
す
る
系
統
と
土

佐

派
の
土
佐
光
元
画
を
原
本
と
す

る
二

つ
の
系
統
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
狩
野
元
信
系
統
と
さ
れ
る
中

の
茶
道
資

料
館
所
蔵

の
も

の
を
対
象
と
し
て
い
る
。

二
五
『
酒
飯
論
』

の
本
文
に
は
、
飯
、
餅
、
点
心
等

に

つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
絵
巻

と
本
文
が
必
ず

し
も

一
致
し

て
い
な

い
。
ま
だ
十
分
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
ず
、
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

二
六
『
酒
茶
論
』
は
、
晩
唐

の
王
敷
が
著
し
た

『
茶
酒
論
』
が
原
型
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
茶
酒
論
』

は
茶
が
先

に
表
さ
れ
た
タ
イ
ト

ル
で
あ
る
点
、
ま
た
、
『
茶
酒
論
』
は
酒

の
徳
茶

の
徳
を
お
互
い
に
説
き
議
論
と
な

る
が
、

そ

こ
に
水
が
登
場
し
良

酒
、
好
茶
を
造
る
た
め
に
は
名
水
が
必
要
で
あ

る
、
と
仲
裁

し
て
酒
茶
両
者
を
修

め
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『
酒
茶
論
』

は
、
酒

の
起
源
、
茶

の
起
源
、
酒

の
徳
茶

の
徳
、
酒
具
、
茶
具
を
説
き
、

あ

る
い
は
中
国
に
お
け
る
酒
、
茶

の
故
事
を
引
用
し
て
議
論
と
な
り
、
最
後
は
閑
人
が
仲
裁

し
て
い
る
。
酒

の
徳
、

茶

の
徳
を
説
く
点
は

『
茶
酒
論
』
と
共
通
し
て

い
る
が
、
後
半

は
中
国

・
日
本

の
茶

の
産
地
な
ど
が
記
さ
れ

て

い
る
点
が
異
な

っ
て
お
り
、
唐
と
日
本
に
お
け

る
茶
に
対
す

る
意
識
が
異
な

っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
議
論

の
末
、
第

三
者
に
仲
裁
さ
れ
る
、
と

い
う
物
語
構
成

の
基
盤
は

『
茶
酒
論
』
に
あ
ろ
う
。

二
七
木
村
栄
美

「唐
代

・
五
代

・
宋
代

の
喫
茶
文
化

の
研
究
」

(京
都
芸
術
大
学
大
学
院
、

二
〇
〇
七
)
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、
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監
班

ぽ
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撃
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磁
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穿
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撫

費

ん
場

蓬
鑑
㌻
冤

晒憂

漉
叢

聯爆
撫
響
驚
灘
、

親ご
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き一 一
墾 麟

メ 壷

馨

、.編

譜》

嚢

緩.

轟 幅嘉 虻
寧

轟
轟飛講

議縄 ・

悔ヂ
∵

轟

野

ご

濃

難
藤き鍵 難i購・

.耀 欝欝
③東京国立博物館所蔵 「後三年合戦絵詞」部分

(『日本の絵巻』14)

指 ゴ磯鑓 藩 ∫②遼寧省博物館所蔵 「薫翼賑蘭亭叙」部分　 無 総
謬

一 一 黙継
π ダ

④茶道資料館所蔵 「酒飯論絵巻」部分

(「京の食文化展」)
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平
成

二
十
年
度
茶
道
文
化
学
術
助
成
研
究
と
し
て
提
出
さ
れ
た
研
究
報
告

書
の
四
件
を
こ
こ
に
纏
め
て
編
集

い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
研
究
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
資
料

・
図
表
等
は
、
す
べ
て

掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。

財
団
法
人
三
徳
庵

事
務
局

〒
=
ハ。
、
98
麗
5漣
轟
噺
鰭
麩
姥
錦
砲
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六
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十
日


